
「探究の6段階岡山一宮MODEL」を活用し、探究の過程取り入れた授業実践記録 

氏名  教科 英語 

実施日時 令和6年10月22日（火） 科目 ECⅢα 

単元 共通テスト リーディング対策 授業タイトル 個々の速読力分析 

探究のポイント（課題設定や指導上の工夫、中心的な発問、活動への仕掛けなど） 

速読力アップのブレーキ(躓き)を自己分析し、客観視することで次のステップにつなげ

る。フォームでブレーキ（躓き）を共有・分析して、対策を練る。 

 

今回焦点を当てた段階にチェックしてください（複数回答あり） 

 

  ■ 01：テーマ・課題⇛仮説     □  02：研究・検証計画 先行研究調査 

  □ 03：実験・観察 調査・研究   ■ 04：結果の処理・モデル化 

  ■ 05：考察・推論        □ 06：発表 論文作成 

探究6段階 授業内容 

01 

 

 

 

 

 

04 

 

 

 

05 

 

 

 

04 

①孫子の兵法「敵を知り、己を知れば、百戦危うからず。」を基に、戦略チ

ャートを示す。Strategy（戦略）⇔Statics（戦術）⇔System（システ

ム）⇔ Technique（技術・技能）⇔Fundamental（基礎）。 

本日のテーマの「Systemのセッションで、memory/processing/inference

系を見極めて取り組む。」を伝える。重点難関箇所を予告する。（３分） 

 

②問題に取り組ませる。（２０分） 

答え合わせをし、解答の解説を読みながら、問題を振り返えさせる。自己

分析をフォームに入力させる。（６分） 

 

③全員が不出来だった大問とブレーキの種別を確認し、情報共有させる。 

教員の見立て（ブレーキ予想箇所）と照合しながら、解説を聞かせ、対策

を練らせる。（１０分） 

 

④◎確信正解、○半信半疑正解、△まぐれ正解、×不正解を自己分析し、特

に、○△問題に関する方策をしっかりとフォーマット化（モデル化）させ

る。（６分） 

 成果：生徒はブレーキ（躓き点）が明確になり、対策を練りやすくなった。 

課題：教科横断型としては、数学的着眼点の助言をいただく手法にとどまっ

た。よって、「STEAMシラバス」の活用の内容の深化には至っていない。3年

生の現時点では、実践的内容を優先した。 

 

 



「探究 6 段階岡山一宮 MODEL」を活用し、探究の過程を取り入れた授業実践記録 

 

 

今回焦点を当てた段階にチェックしてください（複数回答あり） 

■ 01：テーマ・課題⇒仮説    ■ 02：研究・検証計画 先行研究調査 

■ 03：実験・観察 調査・研究  ■ 04：結果の処理・モデル化 

■ 05：考察・推論        □ 06：発表 論文作成 

 

授業展開［探究６段階］ 

学習活動（生徒の立場） 教師の指導・支援（指導者の立場） 評価規準及び評価方法 

0. 本時のめあてを確認する。(1) 

 

1. CHAPTER 7 全文を読み直し

て、本文の内容について抱いた

疑問や興味関心をイメージマ

ップに英語で書き出す。(7) 

  

2. くまでチャートを活用して、上

記疑問や興味関心を３つに絞

り込み、グループ内に伝える英

語を考える。(4) 

 

3. ４人１班のグループを作り、疑

問や興味関心を各自英語で発

表し合い、グループの探究テー

マを決定する。(18) 

 

4. スライド作成に向けて、１枚目

に audience に向けて投げかけ

る疑問について話し合う。(10) 

 

 

5. クロムブックで必要なことを

調べる。(4) 

 

6. 本時の振り返りを行う。(1) 

・本時のめあてを伝える。 

 

・スライドによる説明を行い、ワークシー

トを配布して、本文の内容について抱いた

疑問や興味関心をイメージマップに英語

で書き出させる。 

 

・スライドによる説明で、くまでチャート

を活用してグループで発表する自分の考

えを３つに絞り込ませ、グループ内に伝え

る英語を考えさせる。 

 

・グループワークの様子を机間巡視し、随

時サポートする。各班のいいアイディアや

取組をクラス全体に紹介する。 

 

 

・スライドによる説明で、「？⇒！」をテー

マに、スライド１枚目に audience に向け

て疑問を投げかけるように工夫させる。 

 

 

・後で時間をかけて詳しく調べることをワ

ークシートにメモするように伝える。 

 

・本時の気づき・学びを言語化させる。 

 

 

・疑問や興味関心を１０個

以上英語で書き出し、３個

に絞り込むことができる。

【思・判・表】 

［01.テーマ・課題］ 

  ↓ 

［04.結果の処理］ 

 

 

 

・疑問や興味関心を英語で

伝え合うことができる。

【知・技】 

［01,02.03.06.］ 

 

・グループ内で協働して、探

究テーマや１枚目の疑問投

げかけスライドについて意

見を出し合うことができ

る。【主】［05.考察］ 

 

→次回（第７時）に［06.発表（各班）］（各班４分ずつでプレゼン発表） 

 

 

氏名  教科 外国語（英語） 

実施日時 2024 年 11 月 6 日 科目 英語コミュニケーションⅠ（１年） 

単元 CHAPTER 7 

Human Habitation on Mars 

授業タイトル 第５時 DAY 5 

シンキングツールを活用した探究テーマ設定 

探究のポイント（課題設定や指導上の工夫、中心的な発問、活動への仕掛けなど） 

・本文の内容に対する疑問・興味関心をイメージマップで１０個以上書き出し、くまでチャートで３個に絞り

込み、他者と共有してグループの探究テーマを決定する。（01～05→06 発表）。 



「探究の6段階岡山一宮MODEL」を活用し、探究の過程取り入れた授業実践記録 

氏名  教科 英語 

実施日時 令和7年2月3日（月） 科目 特別授業 

単元 長文読解 難関発展 授業タイトル 個々の読解力の分析 

探究のポイント（課題設定や指導上の工夫、中心的な発問、活動への仕掛けなど） 

読解力アップのブレーキ(躓き)を自己分析し、客観視することで次のステップにつなげ

る。フォームでブレーキ（躓き）を共有・分析して、対策を練る。 

今回焦点を当てた段階にチェックしてください（複数回答あり） 

  ■ 01：テーマ・課題⇛仮説     □  02：研究・検証計画 先行研究調査 

  □ 03：実験・観察 調査・研究   ■ 04：結果の処理・モデル化 

  ■ 05：考察・推論        □ 06：発表 論文作成 

探究6段階 授業内容 

01 

 

 

 

 

 

04 

 

 

05 

 

 

04 

①孫子の兵法「敵を知り、己を知れば、百戦危うからず。」を基に、戦略チ

ャートを示す。Strategy（戦略）⇔Statics（戦術）⇔System（システ

ム）⇔ Technique（技術・技能）⇔Fundamental（基礎）。 

本日のテーマの「Systemのセッションで、語彙/構文/背景知識をフルに活

用して、和訳や具体的説明に取り組む。」を伝える。重点難関箇所を予告
する。（３分） 

②問題に取り組ませる。（３０分） 

答え合わせをし、解答の解説を読みながら、問題を振り返えさせる。自己

分析をフォームに入力させる。（５分） 

③全員が不出来だった大問とブレーキの種別を確認し、情報共有させる。 

教員の見立て（ブレーキ予想箇所）と照合しながら、解説を聞かせ、対策

を練らせる。（２分） 

④予告部分の伏線回収をし、語彙/構文/背景知識を統合的に活用できるよう

にフォーマット化させる。（６分） 

 成果：単語のコア意味と文脈から判断し背景(予備)知識をフルに活用しようと取り組もうと

している。 

課題：なかなか意訳に結びつかない和訳になってしまう。 

 

 


